
  
 

 

Toward Jerusalem Council II (TJCII) 

第２エルサレム会議運動 

日本初集会 
キリストにあるユダヤ人と異邦人の和解のために 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

教会のユダヤ人指導者が重要な決定を行って２千年。 

今、異邦人が重要決定をなすことが期待されています！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダニエル・ジャスター師 
Dr. Daniel C. Juster 

ＴＪＣＩＩ国際リーダー委員会メ

ンバー、メシアニック・ジュー

ブライアン・コックス師 

Rev. Brian Cox 
ＴＪＣＩＩ国際リーダー委員会メ

ンバー、米国聖公会司祭

ピーター・ツカヒラ師 

Rev. Peter Tsukahira  
イスラエルのカルメル・コン

グリゲーション牧師 
 

日時 ２０１９年 ５月２日（木・祝） １０：３０～１７：００ 

会場 ２１世紀キリスト教会 広尾チャペル 
東京都渋谷区広尾５丁目９−７ 東京メトロ日比谷線「広尾駅」２番出口より徒歩４分 
 

申込不要・入場無料・席上献金あり 

「第２エルサレム会議運

動」は、キリストにある世

界のユダヤ人と異邦人の

和解のために１９９５年に

始まった運動で、欧米で

は教派を超えて支持が広

がっています。アジアでも

２０１２年に韓国事務局

が結成され、活動が始ま

っています。日本にこの

運動のビジョンを紹介す

る初めての歴史的な集会

が東京で開催されます。

ぜひともご参加ください！ 



  
 

Toward Jerusalem Council II （ＴＪＣＩＩ） 第２エルサレム会議運動 

 

“聖霊と私たちは、次の必要なことのほかには、あなたがたに、それ以上のどんな重荷も負わせな

いことを決めました。すなわち、偶像に供えたものと、血と、絞め殺したものと、淫らな行いを避ける

ことです。これらを避けていれば、それで結構です。祝福を祈ります。”（使徒 15:28-29 新改訳２０１７） 
 

新約聖書・使徒行伝１５章の「エルサレム会議」では、異邦人はユダヤ教に改宗しなくても信仰

のみによって救われ教会に受け入れられることを、ユダヤ人の教会指導者が教会の公式見解と

して決議しました。これにより福音宣教が異邦人に大きく広がっていきました。しかし、異邦人が

教会で圧倒的多数になると、教会は、ユダヤ人信徒にユダヤ人の文化やアイデンティティーを捨

てて異邦人に同化することを要求するようになっていきました。 

「第２エルサレム会議運動」は、教会が歴史上犯した

この過ちを正すために働く、キリストにあるユダヤ人と異

邦人の和解運動です。１９９５年に始まり、世界各地に

広がっています。将来、全世界の教会（ローマ・カトリッ

ク、東方正教、プロテスタント）がユダヤ人信徒を教会に

歓迎することを公式に決議する「第２エルサレム会議」

が実現することをめざしています。 

この運動は、自分たちで「第２エルサレム会議」を開

催しようとするものではなく、それがいつの日か実現す

るための「触媒」としての働きです。それゆえ、名称に

「Toward」（～にむかって、～をめざして）が入っているのです。 

この運動は、教派・伝統の枠を超え、ローマ・カトリック教会、東方正教会、プロテスタント教会

内から支持が集まり、世界各地で広がりを見せています。今回も、日本に特別な重荷をもつピー

ター・ツカヒラ師が、特別参加してくださることになりました。 

この運動は近年、アジアにも拡大しています。２０１２年

には韓国で長老派教会などの協力により初集会が開催さ

れ、旧約聖書学者として知られる米国のウォルター・カイ

ザー博士が主講師として講演されました。この時は、イス

ラエルからダニエル・ジャスター師、アビ・ミズラヒ師らが参

加され、台湾、日本からも参加がありました。 

今回、日本での初集会は、日本で多くの方々にこの運

動のビジョンを知っていただき、ネットワークを作ることが

目的となっています。どなたもご参加ください。 
 

＜講師紹介＞ 

ダニエル・ジャスター師 ＴＪＣＩＩ国際リーダー委員会メンバー、メシアニック・ジュー運動指導者。

著書の『メシアニック・ジュダイズム』（原題 Jewish Roots）は、メシアニック運動を神学

的に解説した好著として広く受け入れられており、２００４年に邦訳出版。『イスラエル

への情熱』（原題 Passion for Israel）は、イスラエルを愛することが、特定の神学のもの

ではなく、広く様々な潮流の中にあることを明らかにした書で、２０１８年に邦訳出版。

２０２０年春に開催される「世界宣教会議東京２０２０」の主講師として再来日が決定。 

ブライアン・コックス師 ＴＪＣＩＩ国際リーダー委員会メンバー、米国聖公会司祭。カリフォルニア

州サンタバーバラのクライスト・ザ・キング・エピスコパル教会で教区牧師を務める。紛

争解決の専門家として訓練を受け、世界各地で信仰に基づく和解活動に携わる。 

ピーター・ツカヒラ師 イスラエルのカルメル・コングリゲーション牧師。日系米国人で、日本で牧

会した後、ユダヤ人のリタ夫人と共にイスラエルに移民。邦訳された著書に『天国の

文化』（２０１４年）、『神の津波 日本、そしてイスラエルへ』（２０１９年）がある。 
 

お問い合わせ（暫定事務局） 石井秀和 090-9825-6967 hidekazu@honey.ocn.ne.jp 

日本語の名称「第２エルサレム会議運動」は、英語の名称「Toward Jerusalem Council II」の仮の和訳です。略称ＴＪＣⅡ。

ホームページ（英語） http://tjcii.org/   日本語の説明 http://messianic.jp/tjc2.htm 

日本ではまだ事務局等が組織されていないため、今回の集会については個人が事務局を引き受ける形となっています。

運営のために献金いただける方は、ゆうちょ銀行 記号番号：10310-88217671 （店名：〇三八 店番：038 普通預金

8821767） イシイ ヒデカズ まで送金をお願いいたします。会計監査は石井田直二（シオンとの架け橋代表）です。 

TJCII の主な 

指導者たち 
 

ベンジャミン・バーガー 
 

 
ジョン・ドーソン 

 

 
Ｊ・フィヒテンバウアー 

 

 
アビ・ミズラヒ 

 

 
マーティ・ウォルドマン 

 

ウェイン・ウィルクス Jr. 

韓国でのＴＪＣⅡ集会(2012年) 



第２エルサレム会議運動 日本初集会 

Toward Jerusalem Council II The First Conference in Japan 

プログラム予定 

Planned Schedule 

2019 年 5 月 2 日（木） 

Thursday, May 2nd, 2019 

10:30-10:50 
開会、賛美、祈祷 

Opening, praise and prayer 

10:50-11:50 

セッション 1 

ダニエル・Ｃ・ジャスター師メッセージ 

「ビジョンと神学」 

Session 1 

Message by Dr. Daniel C. Juster 

“The Vision and the Theology” 

11:50-12:00 
席上献金、アナウンス 

Offering and announcements 

12:00-13:30 
昼食休憩 

Lunch break 

13:30-14:30 

セッション 2 

ブライアン・コックス師メッセージ 

「イスラエルとの調和 －新しい一人の人とオリーブの木のビジョン－」 

Session 2 

Message by The Reverend Canon Brian Cox 

“Alignment With Israel: The Vision of the One New Man and the Olive Tree” 

14:30-14:45 
休憩 

Break 

14:45-15:45 

セッション 3 

ピーター・ツカヒラ師メッセージ 

「イスラエルと神の王国、そして日本」 

Session 3 

Message by Rev. Peter Tsukahira 

“Israel, God’s Kingdom and Japan” 

15:45-16:15 
祈祷、席上献金、アナウンス、閉会 

Prayer, offering, announcements and closing 

16:15-17:00 
今後のネットワーク作り リード：ダニエル・Ｃ・ジャスター師 

Building a network, led by Dr. Daniel C. Juster 

 


